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In this study, we consider clarifying the relationship among consumers’ appearance features, their 
purchasing behaviors, and external factors surrounding them. We conducted a marketing research at a 
clothing retailer to obtain data. By making use of the Chi-square test, we consider the independence of 
variables. The results show that the color of clothes that customers are considering to purchase or actually 
purchase tends to be similar to that of clothes they are wearing when shopping. 




































































ここで，2～4 月を春，5～8 月を夏，9～10 月を秋，
11～1 月を冬とする． 


























































に 0 を低，1～2 を中，3～6 を高と分類することで，
小物指数（カテゴリー）：【低，中，高】とする．
トレンド品，トレンドカラーも同様にバイナリ化し
て足し合わせ，0 を低，1 を中，2 を高と分類するこ
とで，トレンド指数（カテゴリー）：【低，中，高】
とする． 










調査により，2012 年の冬は 11 月 12 日～12 月 29 日の
期間に 182 人分，2013 年の夏は 7 月 26 日～8 月 13 日の
期間に 171 人分，2013 年の秋は 9 月 9 日～10 月 23 日の
期間に 162 人分，合計で 515 人分のサンプルを収集した．








いる．天気は晴れの日が約 6 割で最も多い．年齢層は 20
～40 代が多く，ブランドのターゲット年齢層と合致する



















図 1 消費者属性（取り巻く環境）の集計グラフ 
 
 
図 2 消費者の外見的特徴の集計グラフ 
 























Ⅴ．P 値が 0.05 より小さい場合は帰無仮説を棄却し，2











































































る服の色と購買対象の服 1 の色の組み合わせは，2 変数
には関連性があるという結論に至っているが，期待度数












































（c）仮説 A1と仮説 A2の比較 


















髪色と購買対象の服 1 の色の検定結果を表 2 に示す． 
 























数（カテゴリー）と購買行動の検定結果を表 3 に示す． 
 



















と購買行動の検定結果を表 4 に示す． 
 
























ージと購買行動の検定結果を表 5 に示す． 
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